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大
樹
町
教
育
委
員
会
新
事
業

大
樹
町
教
育
委
員
会
新
事
業

　

６
月
27
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
コ
ス
モ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
13

名
の
児
童
が
参
加
の
も
と
、
大
樹

町
教
育
委
員
会
の
新
事
業
、
第
２

回
「
集
ま
れ
！
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ

ズ
」
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
畑
作
に
親
し
み
、
作
物
に
対

し
て
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

細
か
い
内
容
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

参
加
し
た
児
童
た
ち
が
発
案
し
、

　

５
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お

い
て
、
４
名
の
受
講
生
が
出
席
の

も
と
、
第
９
回
農
業
経
営
塾
を
行

な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
坂
井
塾
長
の
あ
い

さ
つ
に
よ
り
閉
講
式
が
行
わ
れ
、

出
席
率
の
高
か
っ
た
受
講
生
が
表

彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
意
見
交
換
で

は
受
講
生
よ
り
今
後
の
農
業
経
営

塾
の
方
針
や
さ
ら
に
実
践
的
な
内

容
に
し
て
欲
し
い
等
、
様
々
な
意

見
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
太
田
副
塾
長
の
あ
い
さ

つ
に
て
閉
講
式
が
終
了
し
た
。

　

閉
講
式
後
に
経
営
相
談
課
よ
り
、

「
営
農
計
画
書
の
進
捗
確
認
と
組

勘
状
況
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義

を
行
な
っ
た
。

　

第
７
回
の
講
義
で
作
成
し
た
営

農
計
画
書
を
経
営
相
談
課
窓
口
に

て
進
捗
状
況
の
確
認
、
実
際
の
組

勘
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

営
農
計
画
書
の
作
成
を
模
擬
体
験

し
た
。

実
現
し
て
い
く
こ
と
で
考
え
る
力

を
つ
け
る
た
め
の
事
業
で
も
あ
る
。

　

大
樹
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
石
塚
係
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年
部
髙
松
部

長
が
品
種
、
種
や
苗
の
植
え
付
け

方
法
を
説
明
し
た
。

　

第
１
回
で
児
童
た
ち
が
話
し
合

い
植
え
付
け
た
い
作
物
を
決
め
、

今
回
４
種
類
（
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・

人
参
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
玉
ね
ぎ
）
の

作
物
を
コ
ス
モ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
て

説明をする髙松部長説明をする髙松部長

見たことのない機械に興味津々の児童たち見たことのない機械に興味津々の児童たち

講義のようす講義のようす

意見交換のようす意見交換のようす

植え付け作業のようす植え付け作業のようす

農
業
経
営
塾
２
０
２
０

農
業
経
営
塾
２
０
２
０

第９回

第２回

「
閉
講
式
」
と
「
営
農
計
画
書
の
進
捗
状
況
と
組
勘
状
況
」
に
つ
い
て

「
閉
講
式
」
と
「
営
農
計
画
書
の
進
捗
状
況
と
組
勘
状
況
」
に
つ
い
て

植
え
付
け
作
業
を
行
な
っ
た
。

　

児
童
た
ち
は
普
段
目
に
し
な
い

機
械
や
野
菜
の
種
な
ど
に
関
心
を

寄
せ
、
楽
し
そ
う
に
作
業
を
行
な

っ
て
い
た
。

あ
つ
ま
れ

あ
つ
ま
れ
��

�
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
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環
境
美
化
運
動

環
境
美
化
運
動

女性部

女性部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
、
６
月
１
日
、

環
境
美
化
運
動
を
下
大
樹
倉
庫
で

実
施
。
例
年
６
月
は
視
察
研
修
旅

行
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
下
期
に
変
更
し
、
例
年

７
月
実
施
の
環
境
美
化
運
動
を
６

月
に
実
施
し
た
。

　

今
年
度
の
環
境
美
化
運
動
は
、

講
師
を
招
い
て
「
花
寄
せ
植
え
」

花を積込む役員さん花を積込む役員さん

花植え作業のようす花植え作業のようす

の
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
急
遽
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式

で
花
を
手
渡
す
事
に
変
更
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
の
山
内
靖
恵
様

が
参
加
人
数
46
名
分
の
お
花
と
花

寄
せ
植
え
手
順
を
用
意
。

　

参
加
者
に
は
密
を
避
け
る
た
め

５
つ
の
時
間
割
を
事
前
に
伝
え
、

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻
本
薫
部
長
）

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
６
月
３

日
、
農
協
事
務
所
玄
関
前
に
お
い

て
花
壇
づ
く
り
を
実
施
。

　

シ
ー
ト
を
広
げ
、
培
養
土
・
腐

葉
土
・
肥
料
を
混
ぜ
土
を
作
り
、

木
箱
は
、
事
前
に
色
を
塗
り
替
え
、

車
輪
を
付
け
た
。
土
を
入
れ
る
前

に
草
よ
け
シ
ー
ト
を
貼
る
な
ど
工

夫
し
た
。

　

植
え
込
み
を
す
る
木
箱
は
３
つ

あ
り
、
４
名
の
参
加
者
が
花
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
手
際
よ
く

花
苗
を
植
え
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
花
壇
は
金
融
部

入
口
な
ど
に
置
か
れ
、
農
協
事
務

所
の
外
観
を
彩
っ
た
。

指
定
時
間
に
来
て

も
ら
っ
た
。

　

役
員
は
、
参
加

者
が
来
る
と
「
花
・

土
・
花
寄
せ
植
え

手
順
」
を
車
に
積

み
込
ん
だ
。
講
習

会
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
た
参
加
者

に
は
物
足
り
な
い

も
の
と
な
っ
た
が
、

花
を
受
け
取
っ
た

参
加
者
に
は
少
し

で
も
花
に
触
れ
、

癒
し
に
な
れ
ば
と

願
い
行
事
を
終
え

た
。

－ 花 寄 せ 植 え 手 順 －

③花苗の根鉢を少しほぐす③花苗の根鉢を少しほぐす

⑥完成⑥完成��　水をあげ、こまめに花が　水をあげ、こまめに花が
らを摘み秋まで楽しみましょうらを摘み秋まで楽しみましょう

②花苗をポットから出し②花苗をポットから出し
肩の土を落とす肩の土を落とす

⑤苗の高さと土の高さをそろえ⑤苗の高さと土の高さをそろえ
苗と苗の間にも土を入れる苗と苗の間にも土を入れる

①土を軽く混ぜる①土を軽く混ぜる

④美しく見える花の向きを④美しく見える花の向きを
考えながら植え込む考えながら植え込む

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス

定
例
交
流
会

定
例
交
流
会
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５
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
大
会

議
室
に
お
い
て
、
株
式
会
社
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
佐
藤
和

彦
氏
を
講
師
に
、
人
事
管
理
に
お

け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
目
的

と
し
た
研
修
が
課
長
補
佐
職
以
上

の
職
員
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
１
、
評
価

者
に
求
め
ら
れ
る
５
つ
の
ス
キ
ル

を
向
上
さ
せ
る
こ
と　

２
、
学
習

内
容
を
実
践
し
人
事
管
理
制
度
の

定
着
、
運
用
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
、
管
理
職
と
し
て
の
ス

キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
部

内
・
職
場
の
活
性
化
に
繋
げ
る
も

の
で
あ
る
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
残
り
３
回

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
設
定
し
て

い
る
。

　

５
月
28
日
、
牛
馬
魂
供
養
祭
を

下
大
樹
の
慰
霊
碑
前
で
行
い
、
Ｊ

Ａ
役
職
員
16
名
が
参
列
し
た
。

　

例
年
、
酪
農
・
畜
産
を
支
え
る

家
畜
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
大
樹
町

家
畜
ま
つ
り
と
併
催
し
て
い
た
が
、

去
年
、
今
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
大
樹
町
家
畜
ま
つ

り
が
中
止
。
そ
の
た
め
来
賓
は
招

待
せ
ず
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
み
で
通

常
総
会
前
に
行
な
っ
た
。

　

参
列
者
を
代
表
し
慰
霊
碑
に
玉

串
を
捧
げ
た
坂
井
組
合
長
は
「
人

の
命
を
守
り
育
む
た
め
の
糧
と
し

て
貢
献
し
て
頂
い
た
家
畜
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
先
も
家
畜
の
力
を

借
り
な
が
ら
大
樹
町
農
業
を
発
展

さ
せ
た
い
。」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

牛
乳
で
乾
杯
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
で
は
、
６
月
10
日
、

集
乳
車
の
管
理
施
設
（
車
庫
・
洗
車

場
）
の
地
鎮
祭
を
下
大
樹
、
生
産
資

材
課
事
務
所
東
側
の
建
設
予
定
地
で

開
い
た
。

　

地
鎮
祭
に
は
関
係
者
18
名
が
出
席
。

ホ
ク
レ
ン
帯
広
支
所
宗
像
支
所
長
が

鎌
、
大
樹
町
農
業
協
同
組
合
坂
井
正

喜
代
表
理
事
組
合
長
が
く
わ
、
㈱
髙

橋
工
務
店
髙
橋
代
表
取
締
役
が
す
き

を
入
れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

　

管
理
施
設
は
、
鉄
筋
造
り
平
屋
建

て
で
床
面
積
９
４
５
平
方
㍍
。
令
和

３
年
12
月
に
完
成
予
定
。

　

坂
井
組
合
長
は
「
生
乳
生
産
が
増

え
る
中
、
組
合
員
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
施
設
を
整
え
る
。
安
全
に

工
事
が
進
み
完
成
が
楽
し
み
だ
」
と

あ
い
さ
つ
。
㈱
髙
橋
工
務
店
髙
橋
代

表
取
締
役
の
発
声
に
よ
り
、
牛
乳
で

乾
杯
し
た
。

　

６
月
３
日
、
下
大
樹
の
農
業

倉
庫
前
に
お
い
て
、
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
産
業
廃
棄
物

集
中
回
収
が
行
わ
れ
た
。

　

集
中
回
収
は
、
年
３
回
実
施

さ
れ
る
が
、
今
回
は
第
２
回
目

の
回
収
。

　

当
日
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
６
３
，
２
３
０
㎏
、

産
業
廃
棄
物
は
３
４
，
３
４
０

㎏
と
な
り
、
合
計
９
７
，
５
７

０
㎏
の
回
収
実
績
と
な
っ
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

��
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

牛
馬
魂
供
養
祭

牛
馬
魂
供
養
祭

格
納
庫
地
鎮
祭

格
納
庫
地
鎮
祭

廃
プ
ラ
・
産
廃

廃
プ
ラ
・
産
廃

��

集
中
回
収

集
中
回
収

講師の佐藤さんを招いての研修講師の佐藤さんを招いての研修

供養祭のようす供養祭のようす

くわ入れする坂井組合長くわ入れする坂井組合長

回収作業のようす回収作業のようす
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９月６日はＪＡグループ北海道「防災の日」
　９月６日で北海道胆振東部地震発生から３年を迎える中、大災害を風化させることなく、今後起こ

りうる十勝沖地震に備え、改めて防災意識の向上や今後の災害への備えを推進し、被害の未然防止と

軽減を図ることを目的に、ＪＡグループ北海道では９月１日から６日を防災期間として位置づけ、全

道の農業者に自家発電機等の一斉点検を推進しています。

　万が一に備えた防災点検の実施をお願い致します。

　【取組内容】

　　①災害用備品の保管状態、数量、使用期限の確認

　　②自家発電機の試運転と使用方法の再確認

　　参考「震度６弱」以上の発生確率（％）の範囲

地図上の赤色が濃い場所ほど確率が高く、
薄い色（オレンジ〜黄色）は低くなります。
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普及センター技術情報 

 

十勝農業改良普及センター十勝南部支所 

１ 
冬
枯
れ
の
要
因
と
近
年
の
発
生
傾
向 

牧
草
の
越
冬
性
を
低
下
さ
せ
る
要
因
は
、

①
凍
害
、
②
凍
上
害
、
③
雪
腐
病
、
④
ア
イ

ス
シ
ー
ト
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

冬
枯
れ
の
発
生
は
、
冬
季
間
の
気
象
環
境

が
大
き
く
関
与
し
ま
す
が
、
播
種
の
遅
れ

が
最
大
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

①
越
冬
前
の
個
体
が
小
さ
く
根
張
り
が
不

十
分
、
②
貯
蔵
養
分
不
足
に
よ
る
生
理
的

な
衰
弱
な
ど
が
直
接
的
要
因
と
い
え
ま
す
。 

近
年
の
冬
季
間
の
気
象
は
、
積
雪
が
遅

く
、
積
雪
深
も
浅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
凍
結
が
深
く
、
積
雪
前
の
降
雨
な
ど
、

越
冬
前
の
牧
草
に
と
っ
て
過
酷
な
環
境
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
播
種
が
９
月
下

旬
と
遅
か
っ
た
草
地
で
は
凍
上
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
凍
害
な
ど
他
の
要

因
も
相
ま
っ
て
雪
腐
病
が
発
生
し
、
播
き

直
し
又
は
追
播
を
行
う
草
地
が
あ
り
ま
す
。  

 

２ 

播
種
晩
限
日
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム 

冬
枯
れ
を
防
止
し
、
播
種
翌
年
か
ら
の

収
量
を
高
め
る
に
は
、
播
種
当
年
に
牧
草

の
生
育
量
（
草
丈
・
葉
数
・
分
げ
つ
本
数
）

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

越
冬
前
の
生
育
を
良
好
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
、
播
種
後
に
必
要
な
有
効
積
算
温

度
（
有
効
温
度
＝
５
℃
以
上
）
を
得
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
播

種
を
で
き
る
だ
け
早
め
る
こ
と
で
す
。
北

海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
と
道
総
研
農
業

試
験
場
で
は
、「
牧
草
播
種
晩
限
日
計
算
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
播
種
翌
年
以
降
の
収
量
を

増
加
さ
せ
る
た
め
に
、「
牧
草
を
い
つ
ま
で

に
播
け
ば
い
い
の
か
。」
と
い
う
目
安
を
立

て
る
た
め
に
有
効
で
す
。
十
勝
南
部
地
域

は
、
太
平
洋
側
に
み
ら
れ
る
夏
季
多
雨
低

温
、
冬
季
少
雪
低
温
（
土
壌
凍
結
）
の
気
候

区
分
に
属
し
ま
す
。
チ
モ
シ
ー
主
体
で
ア

カ
ク
ロ
ー
バ
を
混
播
す
る
場
合
の
越
冬
前

ま
で
に
必
要
な
有
効
積
算
温
度
は
629
℃
以

上
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か

ら
分
か
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。 

 

３ 

当
地
域
に
お
け
る
夏
季
播
種
草
地
の

播
種
限
界
日 

 

越
冬
前
ま
で
に
必
要
な
有
効
積
算
温
度

（
629
℃
）
を
得
る
た
め
の
播
種
限
界
日
を

表
２
に
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
過
去

５
年
間
の
播
種
限
界
日
を
表
３
に
示
し
ま

し
た
。
ほ
場
の
立
地
条
件
に
も
よ
り
ま
す

が
、
本
地
域
の
播
種
限
界
は
８
月
20
日
前

後
に
な
り
ま
す
。
１
番
草
の
収
穫
作
業
の

遅
れ
、
播
種
前
雑
草
処
理
に
要
す
る
期
間

（
耕
起
・
整
地
後
の
雑
草
の
生
え
揃
え
期

間
や
除
草
剤
散
布
後
の
十
分
な
枯
殺
期
間
）

の
確
保
、
さ
ら
に
他
の
作
業
と
の
競
合
な

ど
、
ど
う
し
て
も
播
種
時
期
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
で
も
遅
く
て
も
９
月
上
旬
ま
で
に
は
播

種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
更
新
予

定
の
草
地
（
と
く
に
地
下
茎
イ
ネ
科
雑
草

の
優
先
草
地
）
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
収
穫

を
終
え
て
お
く
な
ど
の
対
応
が
望
ま
れ
ま

す
。
一
方
、
越
冬
性
が
劣
る
ア
ル
フ
ァ
ル
フ

ァ
や
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
を
播
種
す
る

場
合
は
、
さ
ら
に
一
旬
早
い
８
月
上
旬
こ

ろ
ま
で
に
播
種
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

＊
＊
＊ 

草
地
更
新
は
植
生
改
善
の
第
一
歩
で
す
。

播
種
翌
年
の
牧
草
一
本
一
本
の
生
育
を
健

全
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
、
雑
草
に
負
け

な
い
草
地
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
牧
草
の
播
種
時
期
を
再
考
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

   

夏
季
更
新
草
地
の
播
種
限
界
を
再
考
す
る 

図１ 牧草の冬枯れ要因 

表１ 十勝南部地域において必要な有効積算温度 

播種翌年以降に最も収量を得るために必要な有効積算温度 
表２ 十勝南部地域における播種限界日 

※確率日：過去20年間で必要有効積算温度が得られた年次数の割合 
例）90％＝過去20年間のうち18年間は必要有効積算温度が得られたと
いう意味（18÷20＝90%） 

表３ 十勝南部地域における過去５年間の播種限界日 

※平成24年：過去20年で最も遅い播種限界日 
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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令
和
２
年
度
　
主
な
連
合
会
決
算
状
況

※
表
示
単
位
で
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。（

単
位
：
百
万
円
）

前
期
繰
越
利
益

当
期
利
益

▲
は
欠
損
金

各
種
積
立
金

取
崩
等

未
処
分
利
益

剰
余
金

剰
余

金
処

分
内

訳
特
別
積
立
金

取
崩
額

次
期
繰
越
金

利
益
準
備
金

積
立
金

任
意
準
備
金

積
立
金

出
資
配
当
金

事
業
分
量

配
当
金

北
海
道
信
用
農
業

協
同
組
合
連
合
会

4,634
4,636

1,094
10,364

930
3,000

719
689

0
5,026

（
当
組
合
受
取
額
）

3
5

（
当
組
合
期
中
奨
励
金
受
取
額
）　

0

ホ
ク

レ
ン

農
業

協
同
組
合
連
合
会

1,407
4,563

225
6,195

1,800
190

401
2,000

0
1,804

（
当
組
合
受
取
額
）

2
20

北
海
道
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

△
3,532

5,396
5,904

7,768
662

5,136
0

0
1,970

（
帯
広
厚
生
病
院
収
支
状
況
は
△
2,931百

万
円
）

十
勝

農
業

協
同

組
合

連
合

会
24

212
0

236
0

172
34

0
0

30

（
当
組
合
受
取
額
）

2
0

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

株
式

会
社

125,489
14,913

0
140,402

137,572

（
当
組
合
受
取
額

:
株
式
配
当
）（

単
位
・
千
円
）

7

中
央
会
は
指
導
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賦
課
金
に
つ
い
て
表
示

賦
　
課
　
金

一
般
賦
課
金

特
別
賦
課
金

北
海
道
農
業
協
同

組
合

中
央

会
2,044

199

（
当
組
合
支
払
額
）

（
当
組
合
支
払
額
）

7
0
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
６
回 

６
／
30

★
報
告
事
項

１　

令
和
２
年
度
国
産
チ
ー
ズ
奨

励
事
業
実
施
結
果
に
つ
い
て

２　

令
和
２
年
度
酪
農
生
産
基
盤

強
化
総
合
対
策
事
業
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

３　

令
和
２
年
度
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及

び
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

４　

令
和
３
年
度
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及

び
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

５　

令
和
３
年
度
草
地
難
防
除
駆

除
技
術
実
証
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

６　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

７　

令
和
３
年
度
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
（
機
械
導
入
事
業
）
の
申

請
に
つ
い
て

８　

マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
の
提
出
に

つ
い
て

９　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

10　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

11　

第
１
四
半
期
棚
卸
立
会
報
告

に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
３
年
産
生
食
大
根

共
計
販
売
品
の
取
扱
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認

第
２
号　

大
口
信
用
供
与
等
を
超

え
る
貸
付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

理
事
に
対
す
る
リ
ー
ス

契
約
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

令
和
２
年
度
版
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
縦
覧
に

つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
1　

低
所
得
農
家
の
営
農
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

�

協
議

職員紹介職員紹介

上段左より　仲澤・建木・簡易局（水津・下山）・谷定・宮嶋
下段左より　梅津・末下・五十嵐課長補佐・津村課長・萬亀山主任

今月は金融部貯蓄共済課をご紹介します今月は金融部貯蓄共済課をご紹介します
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9,504

9,728

9,449

9,745

9,081

10,260

9,945

10,481

10,104
10,015

9,732

10,153

9,867

9,709

10,048

令和３年度６月　生乳生産動向

４
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年）

生産乳量（2021年）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2020年度

2021年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/7 4/22 5/11 5/26 6/9 7/21 8/26 9/8 9/22 10/6 10/21 11/4 11/25 12/16 1/20 2/2 2/17

(772,800)(772,800) (873,752)(873,752) (796,900)(796,900) (711,206)(711,206) (679,276)(679,276) (703,332)(703,332) (783,750)(783,750) (739,567)(739,567) (786,023)(786,023)
(704,367)(704,367) (847,220)(847,220) (710,556)(710,556) (536,957)(536,957) (674,513)(674,513) (537,350)(537,350) (736,238)(736,238) (732,188)(732,188) (830,961)(830,961) (767,384)(767,384)

（円）
大　　樹

793,144793,144

934,887934,887

901,426901,426

730,881730,881

907,751907,751

711,370711,370
740,785740,785

肉用牛（黒毛和種）

2021年度去勢

2021年度雌

2020年度去勢

2020年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/71/1212/711/1010/119/158/177/136/155/184/123/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

826,886826,886

858,959858,959

791,427791,427

675,430675,430

638,000638,000

722,932722,932714,826714,826

690,768690,768
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

８
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

７
月
号
の
応
募
者
は
18
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

７月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

サ ン ダ ル
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
美
成
）
小　

島　
　
　

唯
さ
ん

（
歴
舟
）
遠　

藤　

さ
よ
子
さ
ん

（
萠
和
）
川　

原　

蔦　

枝
さ
ん

（
振
別
）
瀬　

川　

勝　

子
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂　

本　

松
太
郎
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙　

橋　

秋　

子
さ
ん

（
大
和
）
水　

野　

祥　

希
さ
ん

（
豊
里
）
藤　

内　

隆　

弘
さ
ん

（
尾
田
）
村　

瀬　

眞
美
子
さ
ん

（
相
川
）
渡　

邉　

て
る
代
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
鉱
石
を
高
温
で
ド
ロ
ド
ロ
に
す
る
装
置
。

高
炉
と
も
呼
ば
れ
ま
す

⑤
川
や
池
の
土
手
の
こ
と

⑦
信
号
機
で
「
止
ま
れ
」
を
示
す
色

⑧
家
屋
を
壊
し
て
新
し
く
造
り
直
す
こ
と

⑩
墨
も
料
理
に
利
用
す
る
魚
介

⑫
大
き
な
魚
は
こ
の
形
で
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い

⑭
令
和
３
年
の

の
日
は
８
月
８
日
。
国

民
の
祝
日
で
す

⑯
ね
ぶ
た
祭
で
知
ら
れ
る
県

⑱
「
五
七
五
七
七
」
な
ど
の
形
式
で
作
ら
れ

ま
す

⑳
飛
行
機
で
人
や
荷
物
を
運
ぶ
こ
と

㉑
井
戸
端
会
議
中
に
楽
し
む
も
の

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
最
低
気
温
が
25
度
以
上
の
夜
の
こ
と

②
寺
子
屋
で
は
字
の

や
そ
ろ
ば
ん
を
教

え
ま
し
た

③
地
球
の
中
心
部
に
あ
り
ま
す

④
長
良
川
で
有
名
な
伝
統
漁
法

⑥
親
戚
の

を
頼
っ
て
仕
事
に
就
い
た

⑨
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス

で
一
休
み
し

た
⑪
親
潮
は
千
島

と
も
呼
ば
れ
ま
す

⑬
帰
る
客
を
玄
関
ま
で

に
行
っ
た

⑮
力
士
が
腰
に
締
め
ま
す

⑰
割
、
分
、
厘
の
次

⑲
虫
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
布
団
の
周
り

に
つ
る
し
ま
す
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

上大樹

月寒あんぱんの人さん (∞歳 )
ひ な かちゃん (５歳 )


